
平成２４年度 文部科学省委託事業  

体験活動推進プロジェクト・「体験の風をおこそう」運動協賛事業 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２：００～ １２：３０～ １３：３０～ １７：３０～ １８：３０～ １９：３０～

1/12
（土）

開
会
式

①体験活動の指導法 ②安全管理
夕
食

②安全管理
③学校教育における
　体験活動の意義

７：１５～７：３０～８：３０～ １０：３０～ １２：３０～ １３：３０～ １６：３０～ １７：３０～ １８：３０～

1/13
（日）

つ
ど
い

朝
食

④教育課程と体験
　活動の関連性

⑤自然体
験活動の
技術

昼
食

⑤自然体験活動の技術
①体験活動
　の指導法

夕
食

７：１５～７：３０～９：００～ １２：００～ １３：００～ １５：００～

1/14
（月）

つ
ど
い

朝
食

⑥プログラムの
　企画立案

昼
食

閉
会
式

⑥プログラムの企画立案

①体験活動の指導法

 

 

小学校の教育課程に取り入れられた自然体験活動を中心とする長期集団宿泊活

動が円滑に実施されるように、計画立案から運営評価まで、全体をコーディネ

ートできる指導者を養成する。 

平成２５年１月１２日（土）～ １月１４日（月）〈２泊３日〉 

国立大雪青少年交流の家 

小学校が実施する自然体験活動を支援する意志がある者(18 才以上)  

２６名（参加者内訳：一般１５人、大学生１１人）：２０名 

川嶋 直 氏（ＮＰＯ法人自然体験活動推進協議会理事） 

山本 幹彦氏（ＮＰＯ法人当別エコロジカルコミュニティ代表理事） 

前田 和司氏（北海道教育大学岩見沢校教授） 

吉澤 正樹氏（大雪消防組合美瑛消防署救急係長） 

宗像 宏学氏（大雪消防組合美瑛消防署救急係主任） 

前田 晃 氏（大雪消防組合美瑛消防署救急係主任） 

国立大雪青少年交流の家職員 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立日高青少年自然の家 

北海道立青年の家 



 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 小学校の現状を理解しスムーズに企画立案していけるようにプログラム展開

の工夫をした。 

② 参加者の年齢、経験値がさまざまであることから、ここが指導者としてスキル

アップできるように入門コースとブラッシュアップコースのプログラムを設

定した。 

③ 支え合いと活気のある社会を作るという「新しい公共」を意識し、参加者自身

が自分たちで学んでいけるような展開や環境づくりに努めた。 

① 事前調査から得た情報をもとに、参加者のニーズに応えるプログラムデザイン

とし、参加者のレベルに合わせた研修を提供した結果、分かりやすかったとい

う意見を多く聞くことができた。。 

② 資格を取得した参加者の、今後の活躍の場、ブラッシュアップの場をどのよう

につくっていくのか、関係機関と連携しながら展開、普及していく必要がある。

「安全管理」 

救命講習を受け、応急処置の方法やＡＥＤ

の使用方法について学び、普通救命の資格を

取得した。 

また、冬の日常生活も含めた野外活動で起

こりうるケガなどについて学び、子どもを安

全に生活させるためのポイントを学んだ。 

「学校教育における体験活動の意義」 

「子どもたちに今必要な力はなにか」「そ

の力を身につけさせるためにはどんな活動

をしたら良いのか」「体験をさせることはな

ぜ必要なのか」について学んだ。実際の学校

現場の話もあり、小学校の様子について理解

を深めることができた。 

 

「教育課程と体験活動の関連性」 

 学習指導要領や教育課程について、学校教

育の中で体験活動がどのように取り組まれ

いるか学んだ。学校現場で取り組まれている

ことは何を元に行っているかについて学ぶ

機会となった。 

「自然体験活動の技術」 

冬の自然の中で、どのような活動ができる

か、実際に参加者がアクティビティーを企画

し、体験をとおして、基本的な知識と技術を

学んだ。初めて体験することもあり、参加者

にとって良い経験を積むことができた。 

「体験活動の指導法」 

「自然体験活動指導者」を目指し、2 日間

で学んだことについて、シートにまとめ、全

体で意見交換を行った。参加者同士、活発に

意見交換ができ、良いふりかえりの時間とな

った。 

「プログラムの企画立案」 

入門コースとアドバンストコースに分か

れ、企画立案の方法を学び、計画を立てた。

どちらのコースも、子どもが喜ぶ顔を思い

浮かべながら、楽しく学べる活動を仲間と

協力しながら計画した。 


